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日本燃焼シンポジウムの変遷

拓殖大学工学部機械 システムエ学科 堀  守 雄

1.燃 焼 シ ンポ ジ ウム事 始 め

日本燃焼 シ ンポ ジウム事始 めの経 緯は,燃 焼学 会誌 第

109号 (1997)に辻度先生により詳 しく報告されている こ

の報告は本 特集号に再録 されて いるのでお読みいただ きた

い 事 始めを簡単に述べ ると,昨 年 (2005年つで 43回 を数

える燃焼シンポジウムは,計 算通 り 1963年 に始 められた

と考 えるのが妥当であ り, また第何国 と回数で呼ばれるよ

うになったのは 1965年 の第 3回 シンポジウムか らである

1963年 は 「昭和 38年 度燃焼 シンボジウムJ,1964年 は単

に 「燃焼 シンポジウム」 と書かれて いるが, これ らがそれ

ぞれ第 1回 ,第 2回 に相当 している な お,1963年 までは

機械学会燃 料 燃 焼部門の企画 で 「燃料 ・燃焼 に関す る講

演会J力 S2月 頃に開催 されていた 燃 焼 シンポジウムは学

会シーズンとは言い難い 12月 (一部は 11月 )に 当初か ら開

催 されてい る こ れは燃焼 シンポジウムの起源 が国際燃焼

シンポジウムヘの投稿論文を国 内に紹介する場 として考え

られた ことによっている

燃焼 シンポ ジウム年表 を後 ろのページに掲載 したの でご

覧いただきたい こ の年表 は石塚1吾理事 (広島大Dの 協力

を得て作成 したものであるが,今 後会員詰 氏か らこの年表

や本稿の内容 に関連 して情報の提供や誤 りの指摘 をいただ

ければ幸いである い ずれ改訂版 をご覧いただ く機 会 もあ

ると思われ る ま た,シ ンポジラ ムの論文数 と開催 日数 ×

会場数の年次変化をグラフに して本報 に添付 した

記念すべ き 1963年 の最初のシンボジラムで発表 された

12編 の論文の 内容が燃焼研究第 6号 (1964)に紹介 され て

いる そ の 目次は本特集号 に再録 され ているが,著 者 を紹

介すると,秋 田一雄 ・湯本太郎 (消防の ,西 村警 (東大工),

木村逸郎 (東大Il】 辻贋 ・竹野忠夫 (東大航研),井 上二郎

(東京ガ ス),和 地英麿 上 野 善衛 (プリンス自動車),疋 田

強 ・末安重明 (東大工),三 山創 竹 山哲 (東レ),上 屋荘次

(東大 航研), 吉河儀一
(資源試験所),金 原 寿郎 (上智大理

D・ 遠藤博 瀬 賀節子 (東邦大教養),川 下研介 片 山功威

(東工肉 であ り,大 先輩の名が並んでいる

1964年 の第 2回 に相当するシンポジウムでは 22編 の論

文が発表 されている 著 者 として は,上 記の方々以外 に熊

谷清一郎 (東大工),浅 川勇吉 (日大),高 橋猛夫 (日石),倉

谷健治 (東大字宙研),功 刀雅長 ・神 野博 (京大工),越 後売

三 西 脇仁一 平 田賢 (東大Ilら と私 も加わっている こ

のシンポジウム以降は前刷集 (講演論文勺 力S手元にあるの

で, これ らのペ ージをめ くりなが らシンポジウムの変遷を

述べていきたい

第 3回 シンポジウム (1965)で は 21編 の論文が発表 され

ている 論 文数は前年 とほぼ同じである力ヽ 前年の発表 時

間 (講演 +討 論 15分 はいかにも短いということで,発 表

時間を 20分 とし,1会 場で ,会 期が 2日 間に拡大 された

(その後予想 を越 える論文数増加のため発 表時間を 15分 と

した シンポ ジウムもあ る)こ の シンポ ジウムの参加者 は

約 150名 で,中 田金市消防研所長の特別請演があ り,懇 親

会 も行われている 第 3回 シンポジウムで運営の中心的役

割を燃焼研 究会が担 うことにな り, また境界領 域の燃焼学

として共催 団体が多 く,発 表論文 は基礎研究が中心であ る

という,そ の後長 く続いた燃焼 シンポジ ウムの性格がかた

ち作 られた と考えられ, ここまでが籠監期 と言えよう

2.国 際燃 焼 シ ンポ ジ ウム東 京 開催 まで

初 期の シンポジ ウム開催 場所 には もつぱ ら化学 会議 堂

(東京 ,お 茶 の水)力章使 われ た が,第 4回 シ ンポ ジ ウム

(1966)では学術会議講堂 (東京,六 本木)が 使われた い さ

さか緊張 して会場に入つた ことを思い出す ま たこの回か

ら学 術会議の共催組 織が熱工 学研究連絡委員会 にな った

論文 数は 26で あ るが, これ を研 究分野 で分 けてみると,

層流火炎 ,乱 流燃焼,液 体燃焼 ,団 体燃焼お よびデ トネー

シ ョン 爆 発がそれぞれ数編で ほぼ同数である 論 文数は

その後第 11回 の 60ま で漸増す る傾向が見 られ る

第 5回 シンポジウム (1967)では前刷集 に今のシンポジウ

ムカラーで あるブルーの表紙が はじめて使われた こ の頃

の特 別講 演は 2年 毎 の国際シンポジ ウム報告が 多か った

が,第 7回 シンポジウム (1969)では,棚 沢泰先生 (東北大

工)の 「渦巻燃 焼器 に関 する研究 」の特別 講演があ り,そ

の後のシンポジウムではいろい ろな話題 について専門家の

講演が企画 されるようになった こ の回は東京ガス (東京 ,

日町)で 開かれ て会場が 2カ 所 に増 やされ,ま た前刷集の

貢が 1論 文 4頁 に増や されている

第 8回 シンポジウムは大阪ガス (大阪,大正橋)で 開かれ,

開催場所が初 めて東京を離れた こ の回か ら共催団体 に工

業火薬協会が加わ り,合 計 8学 協会の共催体制がその後第

23回 シンポジウム (1985)まで続 くことに なる シ ンポジ

(47)
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ウムのプロ グラムは同じ研究分 野の発表が続 くように従来

か ら組 まれていたが,第 9回 シンポジウム (1971)からは研

究分野別にセ ッシ ョンが編成 され るようになった こ の初

めて の分野別 セ ッシ ョンは論 文数の多い順 に,定 常 火炎,

液体 ・団体の燃焼,拡 散火炎,化 学反応,デ トネーシ ョン,

であ り,テ ーマ分 けにいささか苦労の跡が うかがえる

第 11回 シンポジウム (1973)は, 日本で初めての国際燃

焼 シンボジ ウムの会場 に予定 されていた 日本都市センター

(東京,赤 坂)を 使用 して行われ た 論 文数 は 60と それ ま

での最高にな り,参 加者 も約 360名 に達 し, これが翌年の

第 15回 国際燃焼 シンポジウムの成功へ続 くもの となった

なお,時 代を反映 して この回か ら研究分野 に燃焼JF出物が

加 えられている 1974年 には8月 の国際シンポジウムのあ

と,12月 に名古屋で第 12回 シ ンポジウムが開催 された

この時期 に日本の燃焼研究が国際化 を果た した と言えよう

3.燃 焼 研 究会 か ら燃 焼 学会 ヘ

第 13回 シンポジウム (1975)で は国際シンポジ ウムの開

催で刺激 を受けたためか,論 文数が前年の約 5割 増 しの 82

編 に急増 した こ のた め発表時 間を 15分 に短縮せ ざるを

得ず, また会期中の国鉄ス トライキの ため欠席者 も出ると

い う,い ささか波乱の シンポジウム となった (燃焼研究 41

号 (1976), p34参 照)

第 14回 シンポジウム (1976)は前年 と同じ く都 市セ ンタ

ー (東京,赤 坂)で 開かれたが, これ以降は,国 際シンポジ

ウムが原則 としてアメリカ,ア メ リカ以外で交互 に開催 さ

れているの と同様 に,1年 お きに東京地区,東 京地区以外

で開催 され るようになった 回 を重ねる ごとに論文数は増

加の一途をた どり,第 17回 シンポジ ウム (1979)では 110

編 と3桁 になった こ の ときは会期を 3日 間にしたので発

表時間 20分 を確 保で きて いる さ らに仙台で開催 された

第 19回 シンポジウム (1981)からは会場を 3カ 所 に増や し

て論文数の増加 に対応 している

第 み 回シンポジウム (1986)か らはそれまでの学協会共

催体 制か ら燃 焼研究 会が主催 団体 となる体制 に変わ つた

続 く第 25回 シンポジウム (1987)は本州を離れて北海 道

札幌に渡 り,2年 後の第 27回 シンポジ ウム (1989)は南 に

転 じて九州 福 岡での開催 となった 本し幌 (北大)の シンポ

ジウムではポスターセ ッシ ョンが取 り入れ られ, ポスター

会 場 を含 めて 4会 場 とな った 第 28回 シ ンポジ ウム

(1990)は東京地区の開催で,河 野道方実行 委員長 (東大工)

のもと,実 行委員会 の意向で水上温泉の ホテルが会場 に選

ばれた ホ テルに宿 泊 して講演,討 論 し,温 泉に入って英

気を養 い,夜 8時 か らはアル コール付 きワークシ ョップで

議論を深め るとい うにぎやかな シンポジウムであった も

っ とも,シ ンポジラ ムの語源は,ギ リシャ語 で 「ともに酒

を飲むJと 言 う意味 だそうだか ら,こ れが本来 のシンポジ

ウムのかた ちだつたのか もしれ ない し か し,温 泉ホテル

を使 った シンポ ジウムは後 にも先に もこれ 1回 だ けで あ

日本燃焼学会誌 第 48巻 143号 (2006年 )

る

燃焼研究会は翌年 (1991年)l rl,燃 焼学会へ と発展 を遂

げ,燃 焼研究会の平野敏右会長 (東大工)が 引き続 き学会会

長を務 めた こ の年 の第 29回 シンポジウムでは論文数 が

200台 とな り, ここまでが拡大 ・成長期 と言える

4=燃 焼 学 会 50周 年 まで

第 30回 シンポジウム(1992)から昨年の第 43回 シンポジ

ウム (2005)まで,論 文数は概ね 200台 を推移 して きた 添

付 した論文 数 と開催 日数 ×会場 数の年次変化のグラフによ

ると,論 文数は最近 200台 後半で落ち着いてきているよう

に見え る 最 多論 文数 は第 37回 シンポジ ウム (1999)の

334編 で, この年か ら講演論文集 (第 30回 シンポジラムま

では前刷集 と言つた)が A4版 で 1論 文 2ペ ージになった

また,そ の前年か らポスターセ ッシ ョンを経常的に設 けて

論文数の多 さに対応 してお り, もはやポス ターな くしては

3日 間,5会 場,発 表時間 20分 の体制を維持す ることはで

きない と思 われる な お,過 去には発表論文数 を制限する

ための論文校関制度の導入が話題 になった ことがある

ここで, シ ンポジラ ムの実行体制 について触れてお きた

い あ る時期 (第 14回 シンポジウム (1976))までは燃焼研

究会のシンポジウム担当幹事が シンポジウムの準備 に あた

り,論 文の取 りまとめ等 は燃院研究 会事務局,す なわち東

大工学部反 応化学 科が担 当 して くだ さった と思 う 第 15

回シンポジウム (1977)か らは開催地の大学にシンポジウム

事務局が置かれ, さ らに第 21回 シンポジウム (1983)の プ

ログラムには
“
組織委員長 水 谷幸夫 (阪大工)"と 書かれ

ているので, これ以降は組織委員会 (または実行委員勾 に

よる実行体 制が取 られ るように なった と思われ る シ ンポ

ジウム年表の第 15回 ～第 21回 の実行委員長棚の括孤書 き

はシンポジ ウム事務局の置かれ た大学 学 科名である 現

在は,ま ず燃焼学 会理事会で開催地が決定 され,実 行委員

会のもとに事務局が開設 され, シ ンポジウムの準備が進め

られ る 実 行委員会の業務 は,会 場の手配か ら会期の決定,

共催学協会 の依頼,論 文受付 と譜演 プログラム作成 ,広 告

集め,論 文集印刷 ,参 加登録受 付,懇 親会の手配, さ らに

会場設営,会 期中の連 覚 会計業務 , と多岐にわたってい

る い ずれに して も,実 行委員諸 氏のご尽力には毎回頭の

下がる思いである 会 期中の催 しとして,懇 親会が初 期か

ら行われた ことはすでに述べたが,実 行委員会 のアイデイ

アで始められ,そ の後定着 した ものに, ワークシ ョップや

機器 カ タ ログ展示,炎 の写真展 ,優 秀ポスターの表彰制

度がある い ずれ もシ ンポジウムの活性化 に役立っている

と思 う さ らにシンポ ジラムの経費について も触れ る と,

1991年 (第 29回 シンポジウム)以 降のシンポジウム収支決

算書 によれば,総 開催費用 は 500万 円か ら 1000万 円弱の

間にある 三 大支出は会場費,論 文集印刷 費,懇 親会費で

あるが, この中で実行委員会 として最 も気になる会場費は

数十万円か ら約 400万 円の間である 経 費がかか らないの

(48)
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は大学施 設を使用す る場合で,1991年 以降で は慶大理工 ,

都立科技大,早 大の例が ある い ずれ も東 京地区なのは何

故だろうか

話 を最近の話題 に戻す と,大 きな話題 の一つは, 日本で

2回 目の国際シンポジウムである第 29回 国際燃焼シンポジ

ウムが 2002年 に札 幌で開催 され,海 外か らも高い評価を

得たことである こ れに備 えてその 4年 前には伊藤献一実

行委 員長 (北大 工)の も と,札 幌 で第 36回 シ ンポジウム

(1998)が開 かれ ている も う一つ の話題 は, 昨年 の第 43

回シンポジラム (越光男実行委員長 (東大D)と 共に行われ

た燃焼学会 50周 年記念行事で ある 昨 年の シンポジ ウム

の共催学協会の数は 24に ,参 加者 は 660余 名に達 し,会

場は大変な盛況であった 燃 焼シンポ ジウムはいろいろな

学問領域の研究者 を結びつける重要な役割を果た して きて

お り, 日本におけ る燃焼研究の成果の発表 討 論の場 とし

て順調に発展 して きた と言える し か し,シ ンポジウムの

規模が大 きくなったために,聞 きたい発表が聞けない とか,

スケジュールが過密すぎる,議 演論文集 が重すぎるなどの

不満 も出て きて いる 燃 焼学会 50周 年 に続 く燃焼 シンポ

ジウム 50周 年 に向け,質 ・量 ともにさ らに充実 し,主 催

者のアイデ ィアの生かされたシ ンポジウムとなることを楽

しみにしたい

最後 に,本 稿のため に資料をご提供下 さった方々,特 に

上橋律先生 (東大Ilに 感謝の意を表 したい

40
シンポジウム回数

49

論文数および開催日数×会場数の年次変化

●●
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●●●●
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